
　40 年以上も続く伝統行事ですか
ら、今後も続けていきたいです。地
域の人から学ぶことは、教科書から
学ぶものとは違うと思います。さま
ざまな体験を通して大変さや喜びな
どを感じてもらい、子どもたちの人
間力の向上や、心の成長につながれ
ばと考えています。

　まこもの馬をみんなと一緒に作れ
て、楽しかったです！
　まこもの馬を作っているとき、地
域のみなさんのやさしさを感じるこ
とができました。権現堂川小学校の
伝統行事でもあるので、これからも
続いていってほしいです。

　権現堂川小学校 22 代校長　峯喜代子
先生（昭和 49 年 4 月～ 55 年 3 月）が歴
史に詳しい先生ということもあり、その
ころからまこもの馬づくりが始まりまし
た。
　まこもを刈ったり、干したりとお手伝
いしてきましたが、先輩方がやっていた
ことなので、伝統を引き継いでいきたい
という思いです。

　当時の峯校長が、藤沼幸子さんに「ま
こもの馬づくりを教えてほしい。」と言っ
たのがきっかけで、地域のみなさんと作
り方を思い出しながら始まりました。私
も、まこもの馬づくりを伝えていきたい
という思いから、お手伝いするようにな
りました。
　子どものころ、父が作っていたことを
覚えています。

　七夕集会では地域のみなさんを招待し、まこもの馬
づくりのお礼や、願い事が披露されました。

　6月10日（月）に、東中学校脇の水路でまこもを刈り、
体育館脇で選別と陰干しをしました。
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　同級生2人（植竹さん・市村さん）がやっ
ていたので、みなさんと一緒に協力して、
伝統行事を続けたいという思いでかかわ
りました。
　学校の先生も大変ですけど、地域の人
たちが一生懸命にやっていますので、体
が続く限り協力し、この伝統行事をつな
げていきたいという思いでいます。

植竹惣吉さん（上吉羽）

髙橋隆夫さん（権現堂）

内藤璃乃さん（児童会長）

根岸英範さん（木立）

　まこもの馬づくりも七夕集会も、
地域の人たちと触れ合えるいい機会
でもあり、この地域に長く伝わる伝
統行事です。
　薄れゆく伝統ですが、絶えること
が無いように大切に続けていきたい
と考えています。

市村和子さん（神明内）

川島邦夫さん（上吉羽）
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※東中学校脇の水路は、地域のみなさんの理解と協力
　を得ているため、まこもの群生に適しています。

　そして短冊を付けた竹が高々と押し立てられると、
体育館には「たなばたさま」の歌声が響き渡りました。
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